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　先輩に育児休業を取って復帰された方がおられたので、

私もそうできたらいいなと思っていました。妊娠したとき、

その先輩にいろいろアドバイスしてもらいました。現在は

短時間勤務で、４歳と１歳の男の子を育てています。

　職場に子育てしている人が何人もいるので、お互い様と

いう感じで、子どもが病気をして

も気兼ねなく休めます。子どもが

入院し長期間休んだときも、職場

は忙しかったでしょうけれども、

反対に「大変だったね」と言って

いただきました。子育てに悩んだ

ときも先輩方に相談できるのでと

ても助かっています。
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【http://www.adachi-arima-clinic.com/】

　職員の子どもが病気になったときは当院で対応してい

ます。病気の相談なども院長が受けています。子どもの

急な病気のときは休みが取れるようになっています。

　当院は小児科、内科、神経内科、リハビリテーション科があり、

赤ちゃんからお年寄りまでの一生を診ています。

　そのため出産や育児の経験は、看護師や介護士、事務の仕事

において、患者さんに接する上でとても大事だと思います。ま

た育児の経験があると、子どもとの接し方が上手ですし、子の

親も相談しやすいようです。

　当院としても、出産したら復職していただき、長く働き続け

ていただくと助かります。そうしていただけるように働きやす

い職場づくりに取り組んでいます。

看護師　

愛垣　未有希 さん

副院長　足立　桂子さん
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　当院は小児科、内科、神経内科、リハビリテーション科が

あり、看護師はローテーションで毎日担当科が変わります。

看護師ばかりでなく全職員が各科の業務を把握し、職場全体

で助け合えるようにしています。そのため休みが取りやすく、

職員の休みの希望を優先しています。

　院外の研修などに参加したい希望があれば、勤務時間を配

慮しています。キャリアアップの資格取得についても積極的

に推進しています。

職場全体で仕事を助け合い

子どもの病気は当院で対応

キャリアアップの推進


